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(57)【要約】
【課題】タッチパネルを用いた超音波画像診断装置にお
ける操作性を向上させる。
【解決手段】超音波画像診断装置２０によれば、制御部
２０８は、タッチパネル２０１Ｂにより表示部２０７の
表示画面に表示された超音波画像上における計測カーソ
ルの移動操作が検出された場合に、計測カーソルの位置
を移動後の位置に確定させるためのＳｅｔボタンを移動
したカーソルの近傍に表示させる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧電変換素子を有する超音波探触子と接続可能に構成された超音波画像診断装置であっ
て、
　被検体からの反射超音波を受信して得られた受信信号に基づいて超音波画像を生成する
画像生成部と、
　前記画像生成部により生成された超音波画像を表示画面に表示する表示部と、
　前記表示画面上の操作を検出するタッチパネルと、
　前記タッチパネルにより、前記表示画面に表示された超音波画像上におけるカーソルの
移動操作の終了が検出された場合に、所定の機能を動作させるための操作ボタンを前記移
動したカーソルの近傍に表示させる制御部と、
　を備える超音波画像診断装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記移動したカーソルから予め定められた第１の基準範囲以上前記第１
の基準範囲より大きい第２の基準範囲以内に前記操作ボタンを表示させる請求項１に記載
の超音波画像診断装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記カーソルの移動方向に重ならない位置に前記操作ボタンを表示させ
る請求項１又は２に記載の超音波画像診断装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記操作ボタンを表示した後に前記タッチパネルにより前記操作ボタン
の押下が検出されずに前記カーソルの移動操作の終了が検出された場合に、前記移動した
カーソルの近傍に前記操作ボタンを移動させる請求項１～３の何れか一項に記載の超音波
画像診断装置。
【請求項５】
　前記カーソルの移動操作は、前記カーソルを押下したまま移動先までずらして離す操作
である請求項１～４の何れか一項に記載の超音波画像診断装置。
【請求項６】
　前記カーソルの移動操作は、前記カーソルの移動先の位置を押下して離す操作である請
求項１～４の何れか一項に記載の超音波画像診断装置。
【請求項７】
　前記操作ボタンは、前記カーソルの位置を移動後の位置に確定させるボタンである請求
項１～６の何れか一項に記載の超音波画像診断装置。
【請求項８】
　前記操作ボタンは、計測機能のメニュー選択ボタンである請求項１～６の何れか一項に
記載の超音波画像診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波画像診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波探触子を生体等の被検体の体表に当接させて超音波を送信し、この被検体
で反射した超音波の反射超音波（エコー）を超音波探触子で受信し、受信した超音波に応
じて被検体内の超音波画像（断層画像）を生成する超音波画像診断装置が知られている。
【０００３】
　超音波画像診断装置には、被検体内の対象部に係る距離、面積、体積等を計測するため
の計測機能が設けられている。計測機能では、例えば、操作者により指定された超音波画
像上の複数点の位置座標に基づいて計測が行われる。例えば、対象部の長さを計測する場
合、超音波画像上で始点と終点を指定すると、指定された２点の位置座標が取得されて２
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点間の距離（長さ）が計測され、計測結果がモニター等に表示される。
【０００４】
　このような計測に用いる位置座標の指定は、例えば、キャリパと呼ばれる計測用ノギス
を超音波画像に重ねて表示させ、超音波画像診断装置に設けられているコントロールパネ
ル（操作ボタン）を用いてキャリパを画面上で対象部まで移動させ、所定の位置で確定操
作をすることにより行われている（例えば、特許文献１参照）。また、コントロールパネ
ルを用いずにモニターに備えられたタッチパネルを用いて計測カーソルを移動させて確定
操作を行うものも存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－８２３６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　タッチパネルを用いて計測を行う超音波画像診断装置においては、計測カーソルの位置
を移動させた後の確定操作を実施するための操作ボタン（Ｓｅｔボタン）は、画面上の固
定の場所に表示されている。しかしながら、超音波画像診断では操作者は片手に超音波探
触子を持って作業をしているため、タッチパネル上の操作は片手で行わなければならない
。そのため、計測カーソルの位置を確定させるために、計測カーソルを移動させた後、計
測カーソルの位置からＳｅｔボタンが表示されている固定位置まで手指を移動させなけれ
ばならず、操作が煩雑であった。
【０００７】
　本発明の課題は、タッチパネルを用いた超音波画像診断装置における操作性を向上させ
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以上の課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　圧電変換素子を有する超音波探触子と接続可能に構成された超音波画像診断装置であっ
て、
　被検体からの反射超音波を受信して得られた受信信号に基づいて超音波画像を生成する
画像生成部と、
　前記画像生成部により生成された超音波画像を表示画面に表示する表示部と、
　前記表示画面上の操作を検出するタッチパネルと、
　前記タッチパネルにより、前記表示画面に表示された超音波画像上におけるカーソルの
移動操作の終了が検出された場合に、所定の機能を動作させるための操作ボタンを前記移
動したカーソルの近傍に表示させる制御部と、
　を備える。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、
　前記制御部は、前記移動したカーソルから予め定められた第１の基準範囲以上前記第１
の基準範囲より大きい第２の基準範囲以内に前記操作ボタンを表示させる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の発明において、
　前記制御部は、前記カーソルの移動方向に重ならない位置に前記操作ボタンを表示させ
る。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３の何れか一項に記載の発明において、
　前記制御部は、前記操作ボタンを表示した後に前記タッチパネルにより前記操作ボタン
の押下が検出されずに前記カーソルの移動操作の終了が検出された場合に、前記移動した



(4) JP 2015-198810 A 2015.11.12

10

20

30

40

50

カーソルの近傍に前記操作ボタンを移動させる。
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～４の何れか一項に記載の発明において、
　前記カーソルの移動操作は、前記カーソルを押下したまま移動先までずらして離す操作
である。
【００１３】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～４の何れか一項に記載の発明において、
　前記カーソルの移動操作は、前記カーソルの移動先の位置を押下して離す操作である。
【００１４】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～６の何れか一項に記載の発明において、
　前記操作ボタンは、前記カーソルの位置を移動後の位置に確定させるボタンである。
【００１５】
　請求項８に記載の発明は、請求項１～６の何れか一項に記載の発明において、
　前記操作ボタンは、計測機能のメニュー選択ボタンである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、タッチパネルを用いた超音波画像診断装置における操作性を向上させ
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】超音波画像診断装置の外観構成を示す図である。
【図２】超音波画像診断装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】計測モードに移行するための画面操作を示す図である。
【図４】図２の制御部により実行されるＳｅｔボタン表示制御処理を示すフローチャート
である。
【図５】２点間の距離の計測時におけるユーザインターフェースの表示例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態に係る超音波画像診断装置について、図面を参照して説明する
。ただし、発明の範囲は図示例に限定されない。
【００１９】
［超音波画像診断装置の構成］
　本実施形態に係る超音波画像診断装置２０は、図１に示すように、超音波画像診断装置
本体２１と、これに接続可能な超音波探触子２２とを備えている。超音波探触子２２は、
図示しない生体等の被検体に対して超音波（送信超音波）を送信するとともに、この被検
体で反射した超音波の反射波（反射超音波：エコー）を受信する。超音波画像診断装置本
体２１は、超音波探触子２２とケーブル２３を介して接続され、超音波探触子２２に電気
信号の駆動信号を送信することによって超音波探触子２２に被検体に対して送信超音波を
送信させるとともに、超音波探触子２２にて受信した被検体内からの反射超音波に応じて
超音波探触子２２で生成された電気信号である受信信号に基づいて被検体内の内部状態を
超音波画像として画像化する。なお、超音波画像診断装置本体２１と超音波探触子２２と
の間の接続はケーブル２３を介した有線接続だけでなく、電波、赤外線、光などによる無
線（ワイヤレス）接続であってもよい。
【００２０】
　超音波探触子２２は、圧電変換素子からなる振動子２２ａ（図２参照）を備えており、
この振動子２２ａは、例えば、方位方向に一次元アレイ状に複数配列されている。本実施
形態では、例えば、１９２個の振動子２２ａを備えた超音波探触子２２を用いている。な
お、振動子２２ａは、二次元アレイ状に配列されたものであってもよい。また、振動子２
２ａの個数は、任意に設定することができる。また、超音波探触子２２の走査方式は、電
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子走査方式あるいは機械走査方式の何れを採用してもよく、また、リニア走査方式、セク
タ走査方式あるいはコンベックス走査方式の何れの方式を採用することもできる。
【００２１】
　超音波画像診断装置本体２１は、例えば、図２に示すように、操作入力部２０１と、送
信部２０２と、受信部２０３と、画像生成部２０４と、画像メモリー部２０５と、ＤＳＣ
（Digital Scan Converter）２０６と、表示部２０７と、制御部２０８と、記憶部２０９
と、を備えて構成されている。
【００２２】
　操作入力部２０１は、操作パネル２０１ａと、タッチパネル２０１ｂとにより構成され
る。操作パネル２０１ａは、例えば、診断開始を指示するコマンドや被検体の個人情報等
のデータの入力、フリーズ操作などを行うための各種スイッチ、ボタン、トラックボール
、マウス、キーボード等を備えており、操作信号を制御部２０８に出力する。タッチパネ
ル２０１ｂは、表示部２０７のディスプレイと一体に構成され、手指等による表示部２０
７の表示画面上の操作を検出し、操作された位置の座標情報を制御部２０８に出力する。
【００２３】
　送信部２０２は、制御部２０８の制御に従って、超音波探触子２２にケーブル２３を介
して電気信号である駆動信号を供給して超音波探触子２２に送信超音波を発生させる回路
である。また、送信部２０２は、例えば、クロック発生回路、遅延回路、パルス発生回路
を備えている。クロック発生回路は、駆動信号の送信タイミングや送信周波数を決定する
クロック信号を発生させる回路である。遅延回路は、駆動信号の送信タイミングを振動子
２２ａ毎に対応した個別経路毎に遅延時間を設定し、設定された遅延時間だけ駆動信号の
送信を遅延させて送信超音波によって構成される送信ビームの集束を行うための回路であ
る。パルス発生回路は、所定の周期で駆動信号としてのパルス信号を発生させるための回
路である。
　このように構成された送信部２０２は、制御部２０８の制御に従って、駆動信号を供給
する複数の振動子２２ａを、超音波の送受信毎に所定数ずらしながら順次切り替え、出力
の選択された複数の振動子２２ａに対して駆動信号を供給することによりスキャンを行う
。
【００２４】
　受信部２０３は、制御部２０８の制御に従って、超音波探触子２２からケーブル２３を
介して電気信号の受信信号を受信する回路である。受信部２０３は、例えば、増幅器、Ａ
／Ｄ変換回路、整相加算回路を備えている。増幅器は、受信信号を、振動子２２ａ毎に対
応した個別経路毎に、予め設定された所定の増幅率で増幅させるための回路である。Ａ／
Ｄ変換回路は、増幅された受信信号をアナログ－デジタル変換（Ａ／Ｄ変換）するための
回路である。整相加算回路は、Ａ／Ｄ変換された受信信号に対して、振動子２２ａ毎に対
応した個別経路毎に遅延時間を与えて時相を整え、これらを加算（整相加算）して音線デ
ータを生成するための回路である。
【００２５】
　画像生成部２０４は、受信部２０３からの音線データに対して包絡線検波処理や対数増
幅などを実施し、ゲインの調整等を行って輝度変換することにより、Ｂモード画像を生成
する。すなわち、Ｂモード画像は、受信信号の強さを輝度によって表したものである。画
像生成部２０４にて生成されたＢモード画像は、画像メモリー部２０５に送信される。な
お、Ｂモード画像の他、Ｍモード画像やドップラー画像等を生成することとしてもよい。
【００２６】
　画像メモリー部２０５は、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）などの半導体メ
モリーによって構成され、画像生成部２０４から出力されたＢモード画像をフレーム単位
で記憶する。フレーム単位でのＢモード画像を超音波画像、あるいはフレーム画像という
。画像メモリー部２０５は、約１０秒分の超音波画像の画像データを保持可能な大容量メ
モリーにより構成されており、例えば、ＦＩＦＯ（First-In First-Out）方式により、直
近１０秒分の超音波画像が保持される。超音波画像は、制御部２０８の制御に従って、画
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像メモリー部２０５から所定時間毎に１フレーム分ずつＤＳＣ２０６に出力される。
【００２７】
　なお、本実施形態では、超音波画像としてＢモード画像を生成することとして説明して
いるが、超音波画像としてＭモード画像やドップラー画像等を生成することとしてもよい
。
【００２８】
　ＤＳＣ２０６は、画像処理部２０５より受信した超音波画像をテレビジョン信号の走査
方式による画像信号に変換し、表示部２０７に出力する。
【００２９】
　表示部２０７は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）デ
ィスプレイ、有機ＥＬ（Electronic Luminescence）ディスプレイ、無機ＥＬディスプレ
イ及びプラズマディスプレイ等の表示装置が適用可能である。表示部２０７は、ＤＳＣ２
０６から出力された画像信号に従って表示画面上に超音波画像の表示を行う。
【００３０】
　制御部２０８は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only M
emory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）を備えて構成され、ＲＯＭに記憶されている
システムプログラム等の各種処理プログラムを読み出してＲＡＭに展開し、展開したプロ
グラムに従って超音波画像診断装置２０の各部の動作を集中制御する。
　ＲＯＭは、半導体等の不揮発メモリー等により構成され、超音波画像診断装置２０に対
応するシステムプログラム及び該システムプログラム上で実行可能な各種処理プログラム
や、各種データ等を記憶する。これらのプログラムは、コンピューターが読み取り可能な
プログラムコードの形態で格納され、ＣＰＵは、当該プログラムコードに従った動作を逐
次実行する。
　ＲＡＭは、ＣＰＵにより実行される各種プログラム及びこれらプログラムに係るデータ
を一時的に記憶するワークエリアを形成する。
【００３１】
　記憶部２０９は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）や不揮発性の半導体メモリー等により構
成される。記憶部２０９は、例えば、超音波画像診断装置２０における各種設定情報や、
保存指示された超音波画像等を記憶する。
【００３２】
［計測モード時の動作］
　超音波画像診断装置２０においては、生成された超音波画像に基づいて被検体内の対象
部（例えば、生体内の構造物や病変部等）に係る各種計測を行うための計測モードが設け
られている。計測モードでは、例えば、２点間の距離、トレースされた形状の長さ、円や
楕円の径、円周及び面積、角度、時間、体積等を計測することができる。
【００３３】
　例えば、図３に示すように、取り込んだ超音波画像を表示するための検査画面２７１が
表示部２０７に表示されている場合において、計測ボタン２７１ａを押下すると計測モー
ドに移行し、検査画面２７１に計測メニューＭ１が表示される。計測対象の超音波画像が
画像表示領域２７１ｂに表示された状態で計測メニューＭ１から所望のメニューのボタン
が押下（選択）されると、計測カーソルが表示され、操作者の計測カーソルの操作等に応
じて、選択されたメニューに対応する計測処理が実行される。計測カーソルとは、計測に
必要な点や軸等の現在位置を指し示すためのマークであり、後述する始点カーソルＣ１や
終点カーソルＣ２等が含まれる。また、従来技術でいうキャリパも含む。
　なお、計測対象の超音波画像は、例えば、超音波探触子２２を被検体に押し当てること
により取得される超音波画像に計測対象の対象部が写ったときに操作パネル２０１ａのフ
リーズボタンを押下することにより表示することができる。　
【００３４】
　計測モードでは、主として操作者により指定された超音波画像上の位置座標に基づいて
計測が行われる。計測に用いる位置座標の指定は、タッチパネル２０１ｂを用いる場合、
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計測対象の超音波画像上に表示された計測カーソルを操作者が移動操作して所望の位置ま
で移動させ、計測カーソルの位置を移動後の位置に確定させるためのＳｅｔボタンを押下
する等の確定操作をすることにより行われる。しかし、従来のように、Ｓｅｔボタンが画
面上の固定した位置に表示されていると、片手で操作を行う場合、計測カーソルを移動さ
せた後、計測カーソルの位置を確定させるために計測カーソルの位置からＳｅｔボタンが
表示されている固定位置（画像表示領域外）まで手指を移動させなければならず、操作が
煩雑であった。
【００３５】
　そこで、本実施形態において、制御部２０８は、計測カーソルを画像表示領域２７１ｂ
の超音波画像上に表示した後、Ｓｅｔボタン表示制御処理を実行し、タッチパネル２０１
ｂにより計測カーソルの移動操作の終了が検出されると、移動した計測カーソルの近傍に
Ｓｅｔボタンを表示することで、手指をほとんど動かさなくても位置座標の確定操作を行
うことを可能とする。
【００３６】
　以下、図４を参照して、制御部２０８により実行されるＳｅｔボタン表示制御処理につ
いて説明する。
【００３７】
　まず、制御部２０８は、タッチパネル２０１ｂにより、検査画面２７１の超音波画像上
に表示された計測カーソルの移動操作の終了が検出されるのを待機する（ステップＳ１）
。計測カーソルの移動操作の方法としては、例えば、（１）計測カーソルを手指等で押下
し、そのまま移動先までずらして離す方法（即ち、ドラッグ。図５（ｂ）参照。）、（２
）計測カーソルの移動先の位置を直接手指等で押下して離す方法（クリック）が挙げられ
る。なお、上記の２つの方法においては、手指が離された時点で移動操作の終了が検出さ
れるが、計測カーソルを押下してずらす動作が停止してから（手指を離すことなく）所定
時間が経過した時点や、計測カーソル以外の位置を押下してから（手指を離すことなく）
所定時間が経過した時点を移動操作の終了として検出することとしてもよい。
【００３８】
　タッチパネル２０１ｂにより計測カーソルの移動操作の終了が検出されたと判断した場
合（ステップＳ１；ＹＥＳ）、制御部２０８は、移動した計測カーソルの近傍にＳｅｔボ
タンを表示させる（ステップＳ２）。
　計測カーソルの近傍とは、例えば、表示されている計測カーソルの中心から予め定めら
れた基準範囲（第２の基準範囲）以内の位置であるが、誤検出を防ぐため、計測カーソル
の中心に一般的な太さの手指（人差し指）を置いたときにその手指と重ならない範囲、即
ち、計測カーソルの中心から予め定められた基準範囲（第１の基準範囲）以上離した位置
とすることが好ましい（第１の基準範囲＜第２の基準範囲）。即ち、計測カーソルから第
１の基準範囲以上第２の基準範囲以内にＳｅｔボタンを表示することが好ましい。また、
Ｓｅｔボタンを表示する位置は、計測カーソルの位置を再調整する場合を考慮して、計測
カーソルの移動方向に重ならない位置とすることが好ましい。
【００３９】
　次いで、制御部２０８は、タッチパネル２０１ｂによりＳｅｔボタンの押下が検出され
たか否かを判断する（ステップＳ３）。
　タッチパネル２０１ｂによりＳｅｔボタンの押下が検出されていないと判断した場合（
ステップＳ３；ＮＯ）、制御部２０８は、タッチパネル２０１ｂにより計測カーソルの移
動操作の終了が検出されたか否かを判断する（ステップＳ４）。計測カーソルの移動操作
の終了が検出されたと判断した場合（ステップＳ４；ＹＥＳ）、制御部２０８は、ステッ
プＳ２に戻り、計測カーソルの近傍にＳｅｔボタンを表示する。即ち、Ｓｅｔボタンが表
示された後、計測カーソルが移動操作された場合には、計測カーソルの移動とともにＳｅ
ｔボタンも移動することとなる。
　一方、計測カーソルの移動操作の終了が検出されていないと判断した場合（ステップＳ
４；ＮＯ）、制御部２０８は、ステップＳ３の処理に戻る。
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【００４０】
　タッチパネル２０１ｂによりＳｅｔボタンの押下が検出されたと判断した場合（ステッ
プＳ３；ＹＥＳ）、制御部２０８は、計測カーソルの位置を確定してその位置座標を取得
するとともに計測カーソルを確定色に変更し（ステップＳ５）、Ｓｅｔボタン表示制御処
理を終了する。
【００４１】
　ここで、図５を参照して、上記のＳｅｔボタン表示制御処理により表示制御されるユー
ザインターフェースの表示例について説明する。ここでは、２点間の距離計測時のユーザ
インターフェースの表示例について説明する。なお、図５において、始点カーソルＣ１、
終点カーソルＣ２を表わすグレー色は、カーソルがアクティブであることを示すアクティ
ブ色、黒色は、カーソルの位置が確定したことを示す確定色である。
【００４２】
　操作者が検査画面２７１の計測メニューＭ１から距離計測ボタン２７１ｃを押下すると
、図５（ａ）に示すように、検査画面２７１の画像表示領域２７１ｂに表示されている超
音波画像上に始点カーソルＣ１が表示される。
【００４３】
　図５（ｂ）に示すように、操作者が始点カーソルＣ１を移動操作して始点カーソルＣ１
を所望の位置に移動させると、図５（ｃ）に示すように、移動した始点カーソルＣ１の近
傍にＳｅｔボタンが表示される。
【００４４】
　操作者がＳｅｔボタンを押下せずに再度始点カーソルＣ１の移動操作を行うと、移動し
た始点カーソルＣ１の近傍にＳｅｔボタンが移動される。
【００４５】
　操作者がＳｅｔボタンを押下すると、図５（ｄ）に示すように、始点カーソルＣ１の位
置が確定され（始点カーソルＣ１が確定色に変更される）、終点カーソルＣ２が始点カー
ソルＣ１の近傍に表示される。
【００４６】
　操作者が終点カーソルＣ２を移動操作して終点カーソルＣ２を所望の位置に移動させる
と、図５（ｅ）に示すように、移動した終点カーソルＣ２の近傍にＳｅｔボタンが表示さ
れる。
【００４７】
　操作者がＳｅｔボタンを押下せずに再度終点カーソルＣ２の移動操作を行うと、移動し
た終点カーソルＣ２の近傍にＳｅｔボタンが移動される。
【００４８】
　操作者がＳｅｔボタンを押下すると、図５（ｆ）に示すように、終点カーソルＣ２の位
置が確定される（終点カーソルＣ２が確定色に変更される）。
　制御部２０８は、確定された始点カーソルＣ１の位置座標と終点カーソルＣ２の位置座
標に基づいて、始点カーソルＣ１と終点カーソルＣ２の間の距離を計測し、計測結果を検
査画面２７１に表示する。
【００４９】
　以上説明したように、超音波画像診断装置２０によれば、制御部２０８は、タッチパネ
ル２０１Ｂにより表示部２０７の表示画面に表示された超音波画像上における計測カーソ
ルの移動操作の終了が検出された場合に、計測カーソルの位置を移動後の位置に確定させ
るためのＳｅｔボタンを移動したカーソルの近傍に表示させる。
　従って、頻繁に実施される計測カーソルの位置の確定操作における手指の移動量を大幅
に低減することができ、操作者が片手にプローブを持って診断をしているときなどに片手
で簡単に計測カーソル操作を行うことが可能となるので、超音波画像診断装置２０におけ
る計測時の操作性を向上させることができる。
【００５０】
　また、例えば、移動した計測カーソルに手指を置いたときに手指と重ならないように、
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予め定められた第１の基準範囲以上第２の基準範囲以内にＳｅｔボタンを表示させるよう
にすることで、誤検出を防ぎつつ、操作性を向上させることができる。
【００５１】
　また、計測カーソルの移動方向に重ならない位置にＳｅｔボタンを表示させることで、
一旦移動させた計測カーソルの位置の再調整時にＳｅｔボタンが邪魔になることを防止す
ることができる。
【００５２】
　また、制御部２０８は、Ｓｅｔボタンを表示した後にタッチパネル２０１ｂによりＳｅ
ｔボタンの押下が検出されずに計測カーソルの移動操作の終了が検出された場合に、移動
したカーソルの近傍にＳｅｔボタンを移動させる。従って、計測カーソルの位置を調整し
ても、容易に計測カーソルの確定操作を行うことが可能となる。
【００５３】
　なお、本発明の実施形態における記述は、本発明に係る超音波画像診断装置の一例であ
り、これに限定されるものではない。
　例えば、上記実施形態においては、Ｓｅｔボタン表示制御処理が適用されたユーザイン
ターフェースの例として、２点間の距離計測時に表示されるユーザインターフェースにつ
いて説明したが、これに限定されず、その他の計測処理にも適用可能である。また、本発
明は、計測モードに限らず、タッチパネルによりカーソルを用いて位置を指定するもので
あれば適用可能である。
【００５４】
　また、上記実施形態においては、Ｓｅｔボタンの表示とその機能について記載したが、
カーソルの近傍に表示する操作ボタンとしては、Ｓｅｔボタンに限定されるものではない
。
　たとえば、図３の説明で、計測ボタン２７１ａを押下したあとに計測メニューＭ１が表
示されることを説明したが、計測ボタン２７１ａを押下したときに、制御部２０８は、す
ぐに計測カーソルを表示させ、操作者がそのカーソルを移動させたことがタッチパネル２
０１Ｂにより検出されたときに、計測メニューＭ１をそのカーソルの近傍に表示させるよ
うにしてもよい。このとき、カーソルの近傍に表示された計測メニューのメニュー選択ボ
タンの一つ、たとえば距離計測ボタン２７１ｃを押下すると、その距離計測モードが動作
する。
　このような動作により、計測のための操作手順が簡便化され、さらに操作性が向上する
。
　本発明はこれらの例に限定されず、カーソルを表示したときに、次に操作すべき機能を
動作させるための操作ボタンを表示することについて意図されているものである。
【００５５】
　また、本実施形態では、本発明に係るプログラムのコンピューター読み取り可能な媒体
として、ＲＯＭ、ハードディスクや半導体の不揮発性メモリー等を使用した例を開示した
が、この例に限定されない。その他のコンピューター読み取り可能な媒体として、ＣＤ－
ＲＯＭ等の可搬型記録媒体を適用することが可能である。また、本発明に係るプログラム
のデータを通信回線を介して提供する媒体として、キャリアウェーブ（搬送波）も適用さ
れる。
【００５６】
　その他、超音波画像診断装置を構成する各機能部の細部構成及び細部動作に関しても適
宜変更可能である。
【符号の説明】
【００５７】
２０　超音波画像診断装置
２２　超音波探触子
２４　穿刺針
２０４　画像生成部
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２０５　画像メモリー部
２０６　ＤＳＣ
２０７　表示部
２０８　制御部
２０９　記憶部
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